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　6月3日に第66回くじゅう山開きが、大船山の山頂にて開催され
ました。
　多くの登山客が集まった山頂祭では、山の安全を祈願する神事が
行われました。主催者を代表して、くじゅう観光連盟会長の日野町
長が「今年も多くの方のご協力とご参加で開催できました。今後も
この自然を守っていきたい」とあいさつしました。
　茨城県から訪れた登山客は「はじめて大船山に登りましたが、こ
んなにきれいな景色が見ることができると思っていませんでした。
ありがたいですね」と笑顔で話されていました。
　晴天に恵まれ、県内外から、また小さなお子さんから80歳の方
まで、多くの登山客でにぎわった山開きとなりました。

早朝から多くの登山客が山開きを楽しみました

くじゅう山開き
毎年6月の第1日曜日に開催。久住山と大船山
で交互に山頂祭が行われ、安全祈願祭やペナン
トが配布されます。

登山客の間で有名犬の三代目のガジュマルくん
に登山客も癒されていました

北大船山から撮影した、ミヤマキリシマが咲きほこる平治岳（写真中央の山）

大船山山頂

第66回
くじゅう山開き
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ふれあい交流センター使用料

まちの話題

ハート降るここのえ

心の扉

図書館だより

九重町の旬な暮らし

ふるさとの文化財探訪

くらしの学校

九重ふるさと自然学校

暮らしの情報

休日当番医

人の動き　ほか

まちの話題＋（こども園運動会）

２０１８年６月号

● ファミリー・サポート・センター事業　[P9]
● ふるさと納税返礼品募集　[P9]
● 麻しん（はしか）に注意　[P10]
● 日本脳炎予防接種　[P10]
● 食中毒予防［P11］
● ファーマーズスクール募集　[P12]
● 町営住宅等入居者募集　[P13]
● 木造住宅耐震改修事業　[P14]
● 環境強化月間　[P15]
● 特定外来生物の防除　[P16］
● シリーズ「障がい福祉」  [P17]
● 国民年金広場　[P17]

今月の表紙

町からのお知らせ

町からのお知らせ

キャンペーンレディ発表会で“まちの観光宣伝”のタスキが、岩
佐愛美さんから高橋美優さんに渡されました。２年間全国で九
重町をPRしていただいた岩佐さん、２年目となる宇田梓弓さ
ん、新しく任命された高橋さんの３名に表紙を飾っていただき
ました。背景の「＃Lovekokonoe」は九重町が行っている
フォトコンテストのハッシュタグです。ぜひみなさんもどしど
しご応募ください。

平成30年度

九重町町民体育大会 のお知らせ九重町町民体育大会 のお知らせ
開催日 10月 14日（日）
今年度は 10月に「第 33回国民文化祭・おおいた 2018」
および「第 18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会」が
開催されるため、町民体育大会が例年の開催日と異なります。

#Love KoKonoe#Love KoKonoe

#Love KoKonoe
#Love KoKonoe

#Love KoKonoe

#Love KoKonoe

#Love KoKonoe

九重キャンペーンレディ（８ｐ関連記事）
http://www.town.kokonoe.oita.jp/
2018
No.7456

#Love KoKonoe

#Love KoKonoe

#Love KoKonoe
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公
共
施
設
の
利
用
者
負
担

　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
や
活
き
い
き

ラ
ン
ド
等
で
は
維
持
管
理
の
た
め
、

使
用
料
等
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
各
地
区
公
民
館
と
九
重

文
化
セ
ン
タ
ー
と
で
は
、
同
じ
公
共

施
設
の
利
用
で
あ
っ
て
も
、
使
用
料

の
負
担
の
内
容
に
差
が
生
じ
て
い
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
の
完
成

　
平
成
30
年
度
に
東
飯
田
地
区
と
野

上
地
区
の
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

が
完
成
予
定
で
あ
り
、
す
で
に
建
設

済
み
で
あ
る
飯
田
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
と
南
山
田
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
を
含
む
、
町
内
４
地
区
で
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
使
用
料
と
利
用
方

法
に
つ
い
て
見
直
し
、
平
成
30
年
３

月
議
会
に
て
条
例
改
正
を
行
い
、
利

用
に
際
し
て
使
用
料
等
の
負
担
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら

　
飯
田
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
と

南
山
田
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
、
使

用
料
等
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
野
上
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
が
平
成
30
年
８
月
に
、
東
飯
田

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
は
平
成
31

年
３
月
に
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
完
成
し
て
か
ら
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
使
用
料
等

の
負
担
時
期
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

30
分
単
位
か
ら
利
用
可
能
に

　
使
用
料
等
の
見
直
し
を
行
う
に
あ

た
り
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
も
見
直

し
を
行
い
、
30
分
単
位
か
ら
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に

な
り
、
営
利
利
用
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
様
々
な
活
動
に
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
選
挙
活
動
・
宗
教
活

動
・
社
会
通
念
上
問
題
が
あ
る
と
さ

れ
る
商
売
な
ど
で
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
飯
田
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
と

南
山
田
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
施
設
内
で
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
東
飯
田

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
と
野
上
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
、
完
成
後
に
整
備
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
は

Ｗ
ｉ
|

Ｆ
ｉ
を
利
用
で
き
ま
す
。

い
つ
か
ら
使
用
料
が
発
生
し

ま
す
か
？

な
ぜ
、
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
（
各
地
区
公
民
館
）
の

利
用
に
使
用
料
等
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
？

平成30年８月完成にむけ工事中の
　　　　　野上ふれあい交流センター

ふれあい交流センターでは各種事業や放課後児童クラブ
なども行われています（写真は南山田放課後児童クラブ）

ふれあい交流センターは、

使用料等が必要になります
（各地区公民館）8/1

から

　
使
用
料
等
、
利
用
に
あ
た
っ
て
の

申
請
方
法
、
注
意
事
項
な
ど
を
５

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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ふれあい交流センターの各室別使用料の金額（町内者のみ利用の場合）

ふれあい交流センターの利用申請の方法

区　　　　分 単　位 使　用　料
集会室（ホール・大会議室）
中会議室
小会議室
和室
調理実習室

250 円
100 円
100 円
100 円
100 円

冷暖房料
2 5 0 円
100 円
100 円
100 円
100 円

30分

【注意事項】
●町外者の使用料は、町内者のみの使用料の 2倍、町内外者混合の場合は 1.5 倍とします。

　　    　　    　　    
　　　        　　  
　　　　  　　　　　　　 　 　

●負担していただく対象は、公的機関および社会教育団体以外です。
　※社会教育活動や公共的利用の場合は、減免となることがあります。
●30分以内の利用の場合は、30分の使用料となります。
●水道・ガス・IHの使用は、30分 50円です。
　（1種類使用も 3種類使用も同じ金額です。）

町内者のみ 400 円　　　　　町外者のみ 800 円　　　　　町内外混合 600 円
内訳　使用料　200 円

冷暖房料  200 円
内訳　使用料　400 円
冷暖房料　400 円

内訳　使用料　300 円
冷暖房料　300 円

　【例】中会議室で冷房を使用して、1時間利用した場合

利用したい日が決まったら、
予約が可能か確認（直接また
は電話）をし、事前に申請用
紙に記入します。

※申請用紙はふれあい交流セ
ンターに設置しています。

申請用紙をふれあい交流セン
ターに提出します。

≪必要事項≫
利用年月日（時間、利用する
会場）、団体名、利用目的、
利用者、代表者の連絡先　等

ふれあい交流センタ－で納付
書の発行を受け、使用料を支
払います。お支払いは、ふれ
あい交流センタ－、役場会計
課、大分銀行、JA玖珠九
重、JA飯田をご利用いただ
けます。

1 2 3

九重文化センター　☎７６－３８８８
東 飯 田 公 民 館　☎７６－３１１６　　飯田ふれあい交流センター　☎７９－２２５１
野 上 公 民 館　☎７７－６８１０　　南山田ふれあい交流センター　☎７８－８８０１

詳しいことについては、お問い合わせください
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生徒の笑顔あふれる緑陽祭

　ここのえ緑陽中学校の第５回緑陽祭が九重文化センター
で開催されました。
　はじめに、今年度のクラス目標とイラストが描かれた、
生徒の手作りの学級旗の発表が行われ、それぞれ工夫され
た学級旗がステージに並びました。
　また女子ホッケー選手でオリンピックに出場した岩尾幸
美さんが、夢を実現するまでの目標や出会いについて、経
験談を交えながら講演を行ったほか、俳句の入賞作品紹介
や吹奏楽部の演奏が行われました。

２年１組の学級旗の発表

まちの話題

115

色彩ゆたかに九重の自然を描く

　第29回豊の国ねんりんピック美術展が大分県立美術
館で開催され、工芸の部で牧輝美さんの「宵蛍（よいほ
たる）」が優秀賞を受賞しました。
　受賞作品は、月明りにうかぶ蛍とブルーベリーがやさ
しい色使いで描かれており、約１ｍの大きな作品の製作
には約３カ月かかっています。
　牧さんは仕事を退職されてから、ブルーベリー等の草
木染めや型絵染めに取り組まれています。第27回豊の
国ねんりんピック美術展でも優秀賞を受賞されており、
今後のさらなるご活躍を期待しています。

9～14
5

「緑陽祭」記念俳句大会入賞作品
町 長 賞
㓛能　東洋（1年）春風が ほほえみ押した ぼくの背を
佐藤　瑠音（2年）また明日 互いに手を振る 桜道
飯田　恵都（3年）目尻下げ みんなでほおばる 柏もち

教育長賞
佐藤　優妃（1年）バス停で 見送るたんぽぽ 笑顔咲く
伍藤　宇彦（2年）おもはゆい ありがとうと カーネーション
清竹　心春（3年）ひな人形 家族で並べる 日曜日

学校長賞
瀬川　小雪（1年）初夏の風 新しいくつが 坂のぼる
佐藤　彩伎（2年）始業式 クラス替えに 胸おどる
佐藤　大樹（3年）咲きほこる 桜ながめる 優しい目

１年２組の学級旗の発表 ３年１組の学級旗の発表

講演をする岩尾幸美さん 俳句の入賞作品の紹介

緑陽祭とは
　今年で５回目を迎えるここのえ緑陽中学校の文化祭
（開校祭）のこと。

こうの　　とうよう

りおん

けいと

ゆうき

うげん

こはる

さ  き

ひろき
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農地整備推進でよりよい農業を

　春の叙勲で穴井肇さんが「旭日単光章」を受章され、町長
に受章報告に訪れました。
　穴井さんは平成16年に九重土地改良区理事長に就任、平
成21年からは東飯田環境保全組合長を兼任されました。山
間部のため傾斜地や狭い田畑が多いなか、水路や農道などの
改修に取り組まれ、土地改良事業にご尽力されるとともに、
地域農業振興に貢献されました。
　穴井さんは「身に余る光栄。今後はさらなる農業振興と担
い手不足問題に取り組んでいきたい」と受章の喜びと今後の
抱負について語られました。

14
5

これまでの地域防災とこれからを

　春の叙勲で「瑞宝単光章」を受章された佐藤勝司さんが町
長に受章報告に訪れました。
　佐藤さんは昭和55年に九重町消防団員として入団、分団
長、指導員、副団長などを経て、平成23年に消防団長に栄
進されました。退団されるまで37年の長きにわたり、地域
防災力の向上、団員の育成強化のため責任感を持って職務を
遂行され、町の防火・防災にご尽力されました。
　退団後は消防団応援隊に登録されている佐藤さんは「いざ
という時に地域にかけつけられるように、応援隊としてサ
ポートしていきたい」と述べられました。

22
5

100歳おめでとうございます

　小野ヨシ子さんが100歳の誕生日を迎えられました。入所
されている施設を日野町長が訪問し、賞状・花束・記念品を
贈り、「100歳の誕生日おめでとうございます。ご家族とた
くさんの方にお集まりいただいたなかでお祝いすることがで
きて、大変うれしく思います。健康に気を付けて長生きして
ください」とあいさつしました。
　小野さんは、2人のお子さんに恵まれ、現在は５人の孫・
２人の曾孫がいらっしゃいます。これからも九重町最高齢を
目指して長生きしてください。

26
5

花を育てることや山菜採り・山登りが趣味の小野さ
ん。奉仕活動もされていて社会福祉協議会の表彰を受
賞されたことがあるそうです

はじめ きょくじつ
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まちの話題

九重町の魅力を全国にＰＲ

　九重キャンペーンレディ発表会が九重町役場にて行わ
れました。第31代目キャンペーンレディとして新たに
任命されたのは、高橋美優さん。高橋さんの任期は２年
で、昨年選ばれた宇田梓弓さんとともに、これから県内
外で九重町の魅力を発信する活動をしていきます。宇田
さんと高橋さん、お二人の今後の活躍が期待されます。

30
5

寄贈
学校給食に玖珠郡産農産物を

　JA玖珠九重から町に玖珠郡産農産物として、A4ラン
クの豊後牛43㎏とひとめぼれが寄贈されました。
　この寄贈は、JAとJA共済が食農教育の一環として、
将来を担う子どもたちが玖珠郡で生産された農産物を食
べることで、「食と農」の大切さ、地産地消への理解を
深めてもらうことを目的に行われています。
　寄贈いただいた豊後牛とひとめぼれは、７月12日に
学校給食で牛丼として子どもたちに提供されます。

5
6

左から　宇田梓弓さん　岩佐愛美さん　高橋美優さん

石井之俊代表理事組合長より目録が日野町長に渡され
ました

うだ　あずみ　　　　　いわさまなみ　　　　　たかはしみゆ

岩佐　愛美さん
震災復興に向け、県外でのお仕事にもたくさん参加させて頂
き、貴重な経験をさせて頂きました！とても楽しい２年間でした。

高橋　美優さん
初めての事なので緊張と不安がありますが、九重町の魅力をたくさんの方に知っていただける様、一生懸命頑張ります。

いしい ゆきとし

おおいた大茶会へのカウントダウン

　10月から11月にかけて開催される「第33回国民文化
祭・おおいた2018」「第18回全国障害者芸術・文化祭
おおいた大会」の大会旗等が玖珠町から九重町へ渡され
ました。
　当日はオープニングアトラクションとして、先哲舞台
ミュージカル「大河を遡る」の主題歌「信じてる」が
キャストにより披露されました。
　大会旗等は、九重町役場で６月21日までの間展示さ
れ、６月22日に由布市へとリレーされます。

8
6

県内市町村でリレーしている大会旗等が玖珠町の秋吉
教育長から時松副町長へ渡されました
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九重町の魅力を伝える町内特産品（ふるさと納税返礼品）を募集！
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

ファミリー・サポート・センター「まかせて会員」になりませんか？
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８
　　　　　　　　ここのえ子育て交流センター　☎７３－２６６６

　九重町では、子育てを応援するために「お手伝いする人（まかせて会員）」と「お手伝いを依頼する人（お
ねがい会員）」が会員となって、有償で子育てを一時的に助け合うファミリー・サポート・センター事業を
行っています。
　子育てをお手伝いしたいという方、子どもが大好きという方、「まかせて会員」になってみませんか？ 

●と　　き　　７月22日（日）午前９時～午後４時
●と こ ろ　　九重町役場　301会議室
●内　　容　　子どもの心の発達とその問題、子どもの安全・事故防止対策等
●申込期限　　７月６日（金）
●申込方法　　子育て支援課またはここのえ子育て交流センターに備え付けの申込用紙にて、事前に申込み
　　　　　　　　※講習会当日は無料で託児を行いますので、事前にご連絡ください

「まかせて会員」になるには？
　　講習会を受けた、健康で積極的に活動できる20歳以上の方で、その他の資格は不要です。

「まかせて会員」はどんなことをしますか？
　　保育施設への送り迎えや、保護者の急用時に子どもを預かる等の
　　お手伝いをしていただきます。

　九重町では、ふるさと納税の推進と町内産業の活性化を目的に、九重町へ5,000円以上のふるさと納税をさ
れた町外在住の方に、地元特産品をお礼品として贈呈しています。
　そこで、趣旨に賛同しお礼品を出品していただける地元事業者を募集しています。

●地元事業者……町内に本社または事業所（工場等を含む）を有する法人、グループ、個人
●地元特産品等……町内で製造、加工、採取、栽培等している物またはサービス
●寄付金額の３割となる品物を用意できる方
　　消費税及び梱包費を含めて1,500円、3,000円、6,000円、
　　9,000円、12,000円、15,000円、18,000円、24,000円、
　　36,000円、48,000円のいずれかとなる品物

ふるさと納税とは
　生まれ故郷や応援したい自治体に寄附（ふるさと納税）をすることで、寄附額のうち2,000円を超える部分
について、一定限度額まで所得税・個人住民税から控除される制度です。

「まかせて会員」講習会（無料）

応募要件
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麻しん（はしか）にご注意ください！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　平成30年３月に沖縄県で麻しん患者が発生し、沖縄県外でも相次いで患者が発生しています。麻しんは感
染力が非常に強く、同じ部屋にいただけで感染（空気感染）することがあります。免疫のない方が感染する
と、ほぼ100％発症するといわれています。母子健康手帳で予防接種歴を確認しましょう。

●予 　 防 　 方 　 法　　予防接種（２回の接種でほぼ全ての人が免疫を獲得することができます）
●定期接種の対象者　　①１歳児　②小学校入学１年前の幼児

●定期接種対象外の方　　50歳未満の方で麻しんにかかったことがなく、予防接種を１回も受けたことがな
い方は任意接種をおすすめします。

　　　　　　　　　　　　また、予防接種を２回受けたことを確認できない方は、抗体検査（麻しんに対する
免疫の有無）で調べた上で接種をおすすめします。

　　　　　　　　　　　　※妊娠している方は受けることができません。

麻しん（はしか）とは

　麻しんウイルスが原因で発症する感染症で、潜伏期間は約10日から12日です。症状は、38℃前後の発熱が
２日から４日続き、咳、鼻水といった風邪のような症状が出ます。その後、39℃以上の高熱と発疹が出現し
ます。多くは７日から10日で症状が回復します。肺炎や中耳炎を合併しやすく、患者1,000人に1人の割合で
脳炎が発生するといわれています。

日本脳炎予防接種の特例措置について
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　日本脳炎は、ブタなどの体内で増えたウイルスが蚊によって媒介され感染します。発症すると高熱、けいれ
んなどの症状を示す急性脳炎になります。平成17年度から平成21年度は積極的な接種を差し控えていました
が、新ワクチンでの接種が始まり、接種の機会を逃した方に不足分を受けられる機会が確保されています。

●対 象 者　　①平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方
　　　　　　　　20歳になるまでの間、全4回接種のうち不足している回数を接種できます
　　　　　　　②平成19年４月２日～平成21年10月１日生まれの方
　　　　　　　　７歳6カ月になるまでの間に、第１期の３回接種を完了できなかった場合、不足している回

数を９歳以上13歳未満（第２期の対象年齢）の間に接種できます
●接種費用　　無　料
●接種場所　　大分県内の医療機関　※要予約
●必要な物　　①母子健康手帳　②予診票
●接種間隔　　保健福祉センターまたは医療機関へお問い合わせください
●そ の 他　　必ず母子健康手帳で接種歴をご確認の上、接種してください

（有料）

（無料）
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食中毒を予防しましょう！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　細菌やウイルスなどが混入した食品をとることで起こる食中毒。6月から気温や湿度が高くなるので、食中
毒が発生しやすい時季になります。また、ノロウイルスといえば冬場に多い食中毒ですが、年間を通じて発生
が見られます。
　食中毒を予防するために、手洗いや食品の取り扱いに十分に気をつけてください。

台所に潜む食中毒の危険　　細菌とウイルスは食品や自分の手に

　食中毒というと、飲食店での食事が原因と思われがちですが、毎日食べている家庭の食事でも発生していま
す。家庭における食中毒は、症状が軽かったり、家族のうち全員には症状が出なかったりする場合もあるた
め、食中毒であると認識されないケースも少なくありません。

家庭でできる食中毒予防の４つのポイント

　普段、当たり前にしていることが、思わぬ食中毒を引き起こすことがあります。毎日の生活の中で、食中毒
予防を心がけましょう。

　　

●外出後、トイレ後、おむつ交換後、調理の前後、生肉・生魚・卵を取り扱う前後、
　食事の前にしっかりと手を洗う。

●消費期限などの表示を確認し、新鮮な物を購入する。
●肉・魚はそれぞれ分けてビニール袋に入れる。
●冷蔵や冷凍の必要な食品は、持ち帰ったらすぐ冷蔵庫と冷凍庫に入れる。また、冷蔵庫の詰め過ぎに注
意。肉や魚などはビニール袋や容器に入れ、他の食品に肉汁等がかからないように保存する。

●まな板は洗剤で洗い熱湯をかけて消毒し、よく乾燥させる。包丁は柄までしっかり洗う。
●スポンジ、たわし、ふきんは洗剤で洗った後、十分乾燥させる。

●調理する食品は十分に加熱する。
　（めやすは中心部分の温度が75℃以上で１分間以上
　※ノロウイルス予防は85℃以上90秒以上)
●温めなおすときも十分に加熱する。
●調理後の食品は長時間室温に放置しない。
　ちょっとでも怪しいと思ったら、食べずに思い切って捨てる。

ポイント①　手洗い

ポイント②　食品の購入と保存

ポイント③　調理器具の管理

ポイント④　調理と食品の管理
食中毒予防の３原則
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ファーマーズスクール研修生を募集しています！
●お問い合わせ　農林課　☎７６－３８０４

　九重町では、地域の特産品である「トマト」と「しいたけ」の振興を図るため、それぞれの生産部会、
JA、大分県など関係機関と協力して、農業経営者の育成を支援します。
　ファーマーズスクールでは、生産者の圃場での研修や座学、模擬営農等の実践的研修をすることにより、ス
ムーズな就農を目指して研修を行います。

●研修を希望される方は、農林課まで①～④の書類を提出してください。
　　①研修申込書　②履歴書　③研修申込追加資料　④運転免許証の写し
●申込書等は九重町ホームページからダウンロードまたは農林課窓口に用意しています。
●就農時の年齢が45歳未満の方で要件を満たす方は、農業次世代人材投資事業給付金（年間最
大150万円を最長２年間）を受給できます。
●詳しくは、５月発行の『広報ここのえ別冊号』の32ページまたは九重町ホームページをご覧
いただくか、農林課までお問い合わせください。

トマトファーマーズスクール

研修品目　　夏秋トマト
研修期間　　2年間（研修経験のある方は 1年でも可）
　　　　　　 （平成 31年 4月 1日～平成 33年 3月 31日）
募集人数　　若干名（１農家１組）
募集締切　　11月 30日（金）まで

しいたけファーマーズスクール

研修品目　　原木生しいたけ及び原木乾しいたけ
研修期間　　2年間
　　　　　　 （平成 30年 11月 1日～平成 32年 10月 31日）
募集人数　　若干名（１農家１組）
募集締切　　９月 28日（金）まで

申込方法

そ の 他

大分県では「たけのこ生産竹林学校」の受講生を募集しています

●研修内容　　たけのこ生産・竹林管理の知識、技術、先進地視察　等
●募集人数　　40名（定員を超えた場合は選考）
●研修場所　　日出町、福岡県八女市立花町　等
●研 修 日　　10月中旬、2月下旬、3月下旬の合計3回
●費　　用　　受講料無料。交通費各自負担
●募集期間　　7月2日（月）～7月31日（火）
●申込み・お問い合わせ　　県西部振興局農山村振興部（☎0973-22-2585）

伐竹作業の
「竹林楽校通型研修」
の受講生も募集中！
詳しくは県ホーム
ページまで
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町営住宅等の入居者を募集しています
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１

町営青山住宅
住　　所：九重町大字
　　　　　右田785番地の1
募集戸数：一般向け2戸
　　　　　（1階、2階）
間 取 り：２LDK、３LDK

1 町営恵良住宅3

奥野住宅4

町営豊後中村住宅

住　　所：九重町大字
　　　　　右田687番地
募集戸数：１戸
間 取 り：３LDK

住　　所：九重町大字松木5353番地の1
募集戸数：一般向け２戸（１階、３階）
　　　　　高齢者向け１戸（２階）
間 取 り：一般向け３LDK
　　　　　高齢者向け２DK

2

※高齢者向けは 60歳以上の方のみ申込可

住　　所：九重町大字右田2022番地の1
募集戸数：1戸（1階）
間 取 り：若者単身者向け１DK（入居日に40歳以下の単身の入居者）
注 意 点：インターネットは個人で加入。住宅地周辺には田畑や施設が存在

します。天候等の状況によって臭いや虫等が発生することが考え
られますので、周辺状況を承諾の上申込みください。

定住促進北代住宅5

住　　所：九重町大字
　　　　　恵良436番地の2
募集戸数：１戸
間 取 り：３LDK

●申込みに際しては、申込要件や入居者の資格条件、所得制限等の要件があります。必ず詳細をお問い合わせい
ただくか、ホームページでご確認ください。
●申込みが多数の場合、抽選により入居を決定します。
●申込書は、建設課に用意しています。またホームページからもダウンロードできます。

いずれも詳細は、建設課にお問い合わせまたは九重町ホームページでご確認ください

入居予定日  ８月１日（水）【募集期間】
　6月18日（月）～6月29日（金）午後５時まで

入居者募集について、
申込要件等の詳細を
記載しています

九重町ホームページ
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木造住宅の耐震化が必要かどうか、気になっていませんか？
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１

　大分県と九重町では、木造住宅の改修等を行う方に、耐震診断・耐震改修費用の一部を補助しています。築
37年を超える（昭和56年5月以前に建てられた）木造住宅は、旧耐震基準によって建てられており、現在の
基準では耐震性能が不足しているおそれがあります。
　なお、今年度から木造住宅耐震化補助金制度が大きく変わり、より利用しやすい制度になりました。

募集期限は平成31年１月31日（木）までですが、募集戸数を超える場合は期
限前に募集を終了することがあります。また、申請から交付決定（着工）までに期間を
いただく場合がありますので、事前に建設課までご相談ください。

●建築士がお宅に訪問し、簡単な診断を行い、耐震に関する相談などに
　お答えします
●今年度から費用が無料（県が費用の全額を負担）となりました
●派遣は、大分県建築士事務所協会　☎097-537-7600 までご連絡ください

●ご自宅が地震に対してどの程度の耐震性能があるかを図面や現地調査
　をもとに診断します
●建物の規模、形状により診断費用を7.5万円～11万円補助します
※別途、審査手数料5,500円必要（耐震診断の審査を建築士会に依頼する費用）

●耐震診断の結果、必要な耐震性能を満たさない場合に、地震に対して安全性を高める工事に対し、工事費
を補助します
●今年度から「段階的耐震改修」「耐震シェルター改修」が新たに追加されました
●「全体耐震改修」で要件を満たすものの限度額が100万円に拡充されました

①全体耐震改修　　補助対象経費の2/3以内（限度額80万円）
・耐震診断の評点が1.0未満のものを1.0以上とする工事
・「①床面積が180㎡以上の住宅」「②昭和34年以前に建てられた住宅」「③各階の評点が0.4
　未満の住宅」のいずれかに該当する場合、限度額が100万円になります
②段階的耐震改修　　補助対象経費の2/3以内（限度額60万円）
・住宅全体の評点を0.7以上、もしくは2階建ての住宅の1階部分
　の評点を1.0以上とする工事
③耐震シェルター改修　　補助対象経費の2/3以内（限度額30万円）
・1階の居住室にシェルター（頑丈な箱のようなもの）を設置する工事

耐震アドバイザー派遣

耐 震 診 断

耐 震 改 修

耐震診断が
必要かどうか
気になっている

建物の
耐震性能を
詳しく知りたい

改修工事を
行いたい

お気軽に
ご相談ください
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「環境にやさしいエコライフ」はじめませんか？
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

　６月５日は国連により世界環境デーと定められています。国内においても広く環境の保全についての関心と理
解を深めるため、６月を環境月間としています。
　買い物の仕方や商品の選び方を少し工夫するだけで、二酸化炭素排出量削減につながります。気軽に楽しく、
出来ることから始めてみましょう。

　大分県では、平成21年６月から「レジ袋無料配布中
止」に取り組んでいます。レジ袋は原料に石油を使用し
ており、製造や焼却の過程で二酸化炭素が排出されま
す。レジ袋削減はごみ減量・地球温暖化対策・資源の節
約において大きな役割を担っています。

　食料を遠くから運ぶほど、輸送に利用する船や飛行機等から多くの二酸化炭素が排出されます。多くの食料を
輸入に頼っている日本は、フードマイレージ（食料の重さ×運んだ距離）が高く、地球温暖化の原因となる二酸
化炭素を多く排出しています。地元でつくられた食材の購入はエコな選択です。

　日本では、年間約2,842万トンの食品廃棄物が出され、そのうち食べられるのに捨てられてしまう食品ロスの
量は約646万トンと試算されています。この背景には消費者の過度な鮮度志向があるのではないかと言われてい
ます。必要以上に購入したり、作りすぎないようにして食品ロスを減らしましょう。

今からできる取組②　地元でつくられた食品を購入しよう！

今からできる取組③　「もったいない」の心で食品ロスを減らそう！

今からできる取組①
　　　マイバッグを持って買い物に行こう！

●食料の重さ 1kg を運んだ場合

CO2排出量

とり肉 サ　バ しいたけ

（県内産と
　輸入の比較）

県内産　16.7g

ブラジルから船　760g

46 倍

県内産　16.7g

ノルウェーから船　874g

52 倍

県内産　16.7g

中国から船　38g

２倍

［大分県産の食料 1kg をトラックで 100km運んだ場合］
　　　　　フードマイレージ＝1kg（食料の重さ）×100km（運んだ距離）＝100kg・km
　　　　　CO２排出量＝100kg・km（フードマイレージ）×0.167ｇ（CO２排出係数）＝16．7ｇ
※出典「エコちょる　大分地球温暖化対策ハンドブック 2010」╱NPO法人　地球環境ネットワーク発行

国連WFPによる世界全体の
食料援助量（2015年）
約 320万トン

日本における食品ロス

⇒ 国民 1人あたりの食品ロス
   約 139g（ご飯茶碗 1杯分）

約 646万トン

※出典　消費者庁ホームページ、農林水産省ホームページ

平成 21年 6月から平成 31年 1月までで、
　●削減枚数　　　737,769,160 枚
　●CO2削減量　　約 45,742 トン
　　（杉 324万本分の年間CO２吸収量相当）
　●ごみ削減量　　約 7,378 トン
　●石油削減量　　約 13,501 キロリットル
　　の削減ができています
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特定外来生物の防除にご協力をお願いします
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

　特定外来生物は、生態系、人の生命・身体、農林水産業への被害を防止するため、外来生物法によって指定さ
れます。特定外来生物に指定されると、その飼養、栽培、保管、運搬、輸入といった取扱いが規制され、防除等
に取り組まなければならなくなります。
　オオハンゴンソウとオオキンケイギクは、繁殖力が大変強く、九重町にもともと生育していた植物に大きな影
響を与えます。植物への影響は昆虫への影響にも繋がり、農業をはじめとする私たちの暮らしにも影響を与えま
す。

　抜き取ってすぐの根には再生力があり、花芽はそのまま切り取っても種子をつくる可能性があるため、そのま
ま移動させてはいけません。抜きとったその場で天日にさらして乾燥させるなど、枯死させるための処理を行
い、飛散防止のためビニール袋に入れる等してゴミ処理を行ってください（処理するゴミの量が大量になる場合
は、商工観光・自然環境課までご連絡ください）。

出典：環境省九州地方環境事務所制作チラシ、環境省ホームページ「特定外来生物同定マニュアル・植物編」

どうして駆除しなければならないの？

特定外来生物を処理する際の注意点

花 開花期は夏から秋（7～ 10月）
花びらは黄色、中心部は黄緑色

葉
葉は深く 5～ 7枚の裂片に分かれ、
縁はギザギザに切り込みがある
葉の裏にのみ短い毛がある

太い根茎から根が生えている。
根茎２グラムから再生するので、
丁寧な抜き取りが必要根

特定外来生物　オオハンゴンソウ

花 開花期は初夏（5～ 7月）
花びらと中心部は黄色

葉

根

特定外来生物　オオキンケイギク

根元に生える葉が多く、生育初期は
ヘラ状で、生長が進むにつれ3～5
枚に分かれる

根がかたまりになって密集している。
根から再生するので丁寧な抜き取り
が必要

この植物を植えたり、拡げたりしないでくださいこの植物を植えたり、拡げたりしないでください
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一般社団法人夢の会就労継続支援事業 B 型 オハナ

　九重町の皆さま、初めまして。オハナ（Ohana）は、就労継続支援事業Ｂ型オハナ（飯田高原エルラン
チョグランデ敷地内）の７月１日開設に向け準備を進めています。どうぞよろしくお願い致します。
　オハナは、様々な理由で一般就労が困難な方（知的障がい、精神障がい、身体障がい）が馬の世話や野菜づ
くり、工芸品づくりなどの作業を通じて自立と社会参加に向けて働く作業所です。私たちスタッフは皆オハナ
です。笑顔あふれた作業環境の中でしっかりとした実績作りを目指します。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



国民年金保険料免除等の申請について国民年金広場

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族年金
が受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「納付猶予制度(50歳未満)」がありますので、年金事務所または住民課の国民年金担当窓口
で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。
　平成30年度分（平成30年７月から翌年６月）の免除申請を平成30年７月１日から受け付けます。学生納付
特例申請については、平成30年４月１日からの受け付けです。
　また、申請ができる過去期間は、申請書を提出した日から２年１ヶ月前までです（学生納付特例も同様）。
申請には年度ごとの申請書の提出が必要です。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていたために未納期間を有
している方等は、一度、年金事務所また住民課の国民年金窓口へご相談ください。

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

●と　き　6月 27日（水）午前 10時～午後 3時
●ところ　九重町役場 1階 102 会議室
※予約が必要ですので、日田年金事務所までご連絡ください

サービス対象者
　１．就労経験がある方で、年齢や体力の面で一般企業に雇用されることが困難な方
　２．就労移行支援事業を利用した結果、就労継続支援事業 B型の利用が適当と判断された方
　３．就労経験、就労移行支援事業の利用が共になく、50歳に達していて一般就労が困難な方

サービス提供地域
　九重町・玖珠町および近隣市町村

事業日と時間
　１．原則、月曜日から金曜日まで
　２．午前 10時から午後 3時まで

その他のサービス
　昼食提供あり、送迎あり

事業所名のオハナは
＊家族や親せき、繋がりや分かち合いを大切にする精神
＊お互いに助け合うことを厭わない親しい友人や仲間と
　いう意味があります。

【オハナ開設準備室】　☎79-2323（担当：佐藤）

６ 月 の
年金相談
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人権

No.263心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

６月のハート降る♥ここのえ
「
文
字
通
り
っ
て
・
・
・

　

こ
ん
な
姿
な
ん
だ
な
ぁ
」

　
４
月
25
日　
や
や
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
小
学
校

の
お
迎
え
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。
途
中
霧
雨
も
降
り

ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
１
年
生
の
手
を
６

年
生
が
し
っ
か
り
と
引
い
て
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

　
行
き
す
が
ら
工
事
現
場
に
さ
し
か
か
っ
た
時
の
こ

と
で
す
。
そ
こ
は
片
側
通
行
で
、
時
差
式
の
工
事
用

信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
工
事
関
係
者
に

遠
足
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
し
た
と
こ
ろ
、
信
号
機

を
止
め
全
校
児
童
の
通
過
が
終
了
す
る
ま
で
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
に
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
両
側
で
車
両
を
止
め
て
、「
子
ど
も
た
ち

の
遠
足
だ
か
ら
、
通
り
終
わ
る
ま
で
、
お
待
ち
く
だ

さ
い
」
と
ご
丁
寧
に
説
明
ま
で
加
え
て
く
れ
ま
し

た
。
お
か
げ
で
無
事
そ
の
箇
所
を
通
過
で
き
ま
し

た
。
通
り
過
ぎ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
言
う

と
、「
気
を
つ
け
て
、
が
ん
ば
っ
て
歩
き
な
さ
い

よ
」
と
の
励
ま
し
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
再
び
笑
み
を
返
し
つ
つ
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
そ

こ
に
は
、「
工
事
に
つ
き
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
」
と
の
看
板
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
工
事
現
場
で

よ
く
見
か
け
る
看
板
の
文
字
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
の
細
や
か
な
気
遣
い
に
心
が
温
か
く
な
り

ま
し
た
。「
文
字
通
り
っ
て
・
・
・
こ
ん
な
姿
な
ん

だ
な
あ
」
と
思
え
た
瞬
間
で
し
た
。

総　務　課

　むしむしとした日が続き、気が滅入ってしまいそうな
天候の今日この頃。先日、雨上がりの空に架かる大きな
虹を見ました。しっとりとした空気に初夏の匂いがする
中、美しい景色を見て自然と笑顔がこぼれました。
　さて、皆さんは最近「笑顔」になっていますか？

　「笑顔」は人種、民族を問わずすべての人間に生まれながらにしてそなわっているもので「戦わな
い、敵意を持たない」という意味を持っています。そして人権とは、すべての人に認められる基本的
な権利です。その人権について共に考え、対話し、そして共感し、より良いものにしていくために重
要なツールが「笑顔」ではないでしょうか。
　笑っている人の楽しげな様子を見て自分も思わず「クスリ」、なんて経験はありませんか？こうし
た「つられ笑い」は場の雰囲気を明るくし、さらにそこから話題がつながり、そして「人がつながっ
て」いきます。
　私たちの日常は、家庭・地域・職場・学校とそれぞれ違った環境や状況に置かれており、辛いこ
と、悲しいこと、腹が立つこともそれぞれにあると思います。友達と喧嘩したとき、仕事が上手くい
かなかったとき、夫婦喧嘩をしたとき・・・。
　そうしたとき、またそのような人を見かけたとき、「笑顔」をもって対話をしてみてはどうでしょ
うか？きっとその「笑顔」からいい方向に向かっていき、最後にはみんなで笑っていられるはずで
す。

「みんなの幸せはどこから？」
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●児童書・コミック
ヘルシーせんたいダイズレンジャー 　やぎたみこ
もいもい 　　　　　　　　　　　　　　　市原淳
あかんぼっかん 　　　　　　　ザ・キャビンカンパニー
ノラネコぐんだんと海の果ての怪物 　工藤ノリコ
美雨13歳のしあわせレシピ 　　　　　しめのゆき
超もりあがる！５分間ゲーム 　 さそり山かずき・作その他多数
●一般図書
未来 　　　　　　　　　　　　　　　　　　湊かなえ
敦盛おくり（新・古着屋シリーズ⑯）　　　　　 佐伯泰英
雨と詩人と落花と 　　　　　　　　　　　葉室麟
風は西から 　　　　　　　　　　　　　　村山由佳
あやかし草紙　三島屋変調百物語伍之続 　宮部みゆき
さざなみのよる 　　　　　　　　　　　　　　　木皿泉
青空と逃げる 　　　　　　　　　　　　　　辻村深月
万引き家族　　　　　　　　　　　　　　　　　是枝裕和
虚談 　　　　　　　　　　　　　　　　　　京極夏彦
ウドウロク 　　　　　　　　　　　　　有働由美子
老い力 　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤愛子
元号　年号から読み解く日本史 　　　　　　所功（他）
ルポ中国「潜入バイト」日記 　　　　　　　西谷格
パワハラ・セクハラ・マタハラ相談はこうして話を聴く　　野原蓉子

外国人が熱狂するクールな田舎の作り方 　　　山田拓
のび太くん、もう少しだけがんばってドラえもん名言集　幅允孝・選
３語で伝わる！最強の英語授業 　　　　　　瀧沢広人
しいたけブラザーズ　日本一のしいたけ栽培　　藤本美郷
自分のことだけ考える。　 　　　　　　堀江貴文
10年後の仕事図鑑　 　　　　　落合陽一・堀江貴文
大人に刺さる幼稚園・保育園児の名言　　東邦出版編集部・編
モンテッソーリ教育で子どもの本当の力を引き出す！　　藤崎達宏
男子ごはんの本　その 10 　　　　　国分太一・栗原心平
帰ってから作れる小さなおかず 365 
子どもに食べさせたいすこやかごはん　　おかあさんの輪
マンガでわかる！ネコちゃんのイヌネコ終活塾 　　卵山玉子
一年中センスよく美しい小さな庭づくり　　朝日新聞出版・編
ニワトリと暮らす　かわいくて、役に立つ！　　和田義弥
看護師も涙した老人ホームの素敵な話 　小島すがも
高齢ドライバー 　　　　　　　　　　　　　所正文（他）
見るだけ！視力回復ＢＯＯＫ 　　　　　　中川和宏
映画を撮りながら考えてたこと 　　　　　　是枝裕和
身内がトラブルに遭ったときの手続き 　　マガジンハウス・編
グレイヘアという選択 　　　　　　　主婦の友社・編
聖なる霊場　六郷満山 　　　　大分県歴史博物館・編
おおいた女子旅 　　　　　　　　　　　　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～雨の季節です。本は濡れてしまうと弁償になる場合があります。お気をつけ下さい～

ほんの森６月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

　図書館では、「雑誌スポンサー」様（掲載は申込順）から下記の雑誌を寄贈していただいています。どれも予約が入る人気
の雑誌です。利用者も図書館員もとても感謝しています。ありがとうございます！今後ともどうぞよろしくお願いいたしま
す！

　現在、各ジャンルから約40誌を収集していますが、おかげさまで雑誌の貸出数はこの５年間（H25年度1795冊→H29年度
2313冊）ずっと右肩上がりです！これからも、皆さまのご要望にお応えできるよう努めてまいります。
　さて、雑誌のライバルといえばネットやテレビでしょうか。これらに比べれば「情報の鮮度」はイマイチかも。ですが、雑
誌でしか味わえない良さだってあります！「ページをめくる、あの感触」とか（笑）、「自分の趣味を追いかけることができ
る」とか。そう、基本的に雑誌は趣味の反映で選ぶもの。ただ、誰もが趣味を持っているわけではありません。そんな時にオ
ススメしたい雑誌の選び方があります。それは「ひとまず週刊文春を読んでみる」という方法。読んだことがない方も多いか
と思いますが、文春に限らず総合週刊誌はとにかく雑食です。政治ネタから芸能ニュースまで幅広く扱っ
ています。必要な情報を自分なりに拾いながら、興味がない記事はバンバン飛ばして読むというのもアリ
です。自分の価値観の幅を広げる意味でも、雑誌は使えますよ～！休日や雨の日など、ちょっと図書館へ
足を向けてみませんか？そして、ぜひゆっくりとお過ごしください。お待ちいたしております。週刊文春
は毎週金曜日のお昼ごろには新刊が届きます。さぁ図書館へ！ 

『どんな雑誌が好きですか？』

●「おはなし会」毎月第２土曜日　10：30～11：00
　６月のボランティアグループは「チームそらまめくん」のみなさんでした。７月は「スター」の
みなさん（７月14日の予定）です。赤ちゃん大歓迎です！ボランティアさんが工夫して、やさし
い手あそびや、ことばのリズムが楽しい絵本を読んでくれます。
どうぞお気軽に遊びにいらしてください。
●「おはなしボランティアさん」募集中！
　数組の小さい子どもさんとお母さんがおもな“お客さん”です。
絵本や手あそびをとおして本好きのここのえっ子を育てていきま
せんか。子どもの笑顔に出会いたいボランティアさん、募集して
います！連絡は図書館（76-3888）まで。
●「本の忘れ物」あずかっています！
　５月に、県立図書館への個人返却本を持ち込まれた方（男性）
へ。ご自宅の文庫本「遠雷/立松和平・著」が紛れ込んでおりました。カウンターでおあずかりしています。

お
知
ら
せ

５月のおはなし会で
お友だちと読んだ本

Ｃｏｍｅｈｏｍｅ！
NHKためしてガッテン！
サライ
レタスクラブ

2015年～
2015年～
2015年～
2016年～

メナード化粧品フェイシャルサロン・フレンズラブ様
日　野　書　店 様
八　鹿　酒　造 様
九　州　電　力 様

雑 誌 名 ス ポ ン サ ー 名 開始年

雑誌スポンサーについての申込・お問い合わせは図書館（76-3888）または図書館のホームページをご覧ください。



20広報ここのえ　2018.６月号

ふるさとの
 文化財探訪

第50回
　
「
古
後
文
書
」
に
つ
い
て

　
平
成
三
十
年
二
月
六
日
、
大
分
県
文
化

財
保
護
審
議
会
に
お
い
て
、「
古
後
文

書
」
が
、
県
指
定
の
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
古
文
書
は
、
現
在
、

九
重
町
粟
野
在
住
の
古
後
粒
勝
氏
が
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

　
「
古
後
文
書
」
は
、
戦
国
時
代
の
天
文

初
年
か
ら
天
正
末
年
（
一
五
三
二
〜
一
五

八
七
年
頃
）
ま
で
の
中
世
文
書
三
七
点
か

ら
な
り
ま
す
。
文
書
は
包
紙
（
文
書
の
差

出
者
が
送
付
の
際
に
包
ん
だ
紙
。
封
紙
と

も
い
う
。）
や
切
封
（
文
書
の
端
を
細
く

切
り
、
折
り
畳
ん
で
結
ぶ
封
書
の
形
式
）

の
な
ど
、
当
時
の
文
書
の
形
態
を
そ
の
ま

ま
残
し
て
お
り
、
巻
子
や
裏
打
ち
（
水
墨

画
、
書
な
ど
、
裏
側
に
紙
や
布
な
ど
を
張

り
、
水
分
と
乾
燥
に
よ
る
起
伏
を
な
く
し

た
り
丈
夫
に
す
る
こ
と
。）
さ
れ
た
文
書

群
が
多
い
中
で
貴
重
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
古
後
家
は
玖
珠
郡
十
二
家
の
一
つ
で
、

玖
珠
郡
に
蟠
踞
し
た
豊
後
清
原
一
族
（
平

安
時
代
の
終
り
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
、
玖

珠
郡
を
中
心
に
居
住
地
の
名
に
因
ん
で
清

原
姓
と
称
す
る
武
家
が
繁
栄
し
て
い
ま
し

た
。
豊
後
清
原
党
と
も
呼
ば
れ
、

彼
ら
は
鎌
倉
時
代
の
蒙
古
襲
来
や

南
北
朝
争
乱
期
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。）
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
弘

安
八
年
（
一
二
八
五
年
）
の
「
豊

後
国
図
田
帳
」（
鎌
倉
時
代
に
国

ご
と
に
作
ら
れ
、
朝
廷
の
領
地
で

あ
る
国
衙
領
や
貴
族
、
寺
社
の
領

地
で
あ
る
荘
園
の
名
称
、
面
積
、

所
有
関
係
を
記
録
し
た
文
書
）
に

記
さ
れ
た
、
玖
珠
郡
古
後
郷
八
十

町
の
地
頭
（
鎌
倉
時
代
に
荘
園
の

管
理
・
徴
税
な
ど
を
す
る
役
人
）
古
後
左

衛
門
尉
通
重
の
末
裔
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
友
義
鑑
・
義
鎮
（
宗
麟
）・

義
統
三
代
の
発
給
文
書
等
を
含
む
中
世
文

書
群
は
全
て
正
文
（
写
し
や
控
え
に
対
し

て
、
も
と
に
な
る
文
書
、
原
本
の
こ

と
。）
と
判
断
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

　
そ
し
て
、
大
友
家
か
ら
出
さ
れ
た
八
朔

の
祝
（
鎌
倉
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、

武
家
の
間
で
は
主
従
関
係
を
よ
り
強
固
な

も
の
に
す
る
た
め
に
贈
答
品
の
や
り
と
り

を
お
互
い
に
行
っ
た
。）
の
文
書
が
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
形
式
的
な

も
の
が
多
い
が
、
大
友
氏
と
地
域
の
領
主

の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
文
書
が

含
ま
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
包
紙
や
切
封
な

ど
当
初
の
形
態
を
よ
く
残
す
文
書
群
で
あ

る
こ
と
か
ら
書
誌
学
的
（
書
物
の
体
裁
・

用
途
・
本
文
・
歴
史
な
ど
を
研
究
す
る
学

問
）
に
大
変
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
図
書
館
に
資
料

（
『
西
国
武
士
団
関
係
史
料
集　
二
十
八

　
古
後
文
書
』
貸
出
可
）
が
あ
る
の
で
、

研
究
の
一
助
と
し
て
是
非
御
覧
下
さ
い
。

文化財専門員　近藤　晃弘

旬
な
情
報
や
こ
と
わ
ざ
を
町
の
財
産
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

商
工
観
光
・
自
然
環
境
課
（
☎
７
６ 

ー 

３
１
５
０
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〜
つ
な
げ
よ
う　

い
の
ち
と
り
ど
り　

誇
り
の
暮
ら
し
〜

〜
つ
な
げ
よ
う　

い
の
ち
と
り
ど
り　

誇
り
の
暮
ら
し
〜

九
重
町
の　
　

 

な
暮
ら
し
（
六
月
）

旬

ま
へ
び
（
九
重
町
の
方
言
で
マ
ム
シ
の
こ
と
）

　
九
重
町
に
は
自
然
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
身
の
回
り
の
自
然
に
目
を
む
け
る
こ
と
は
、
身
の
周

り
の
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
や
、
経
済
的
負
担
の
低
減
、
豊
か
な
食
生
活
や
心
の
形
成
に
繋
が

り
ま
す
。

　
今
回
は
、
野
倉
地
区
の
方
々
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
、
人
々
か
ら
嫌
わ
れ
が
ち
な
生
き
も

の
に
関
す
る
お
話
で
す
。
嫌
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
も
の
の
こ
と
を
知
る
こ
と
は
共
生
の

第
一
歩
で
す
。

　
春
が
来
て
、
あ
た
た
か
く
な
る
と
山
で
『
へ
べ
こ
し
き
』
を
見
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

『
へ
べ
こ
し
き
』
と
は
、
ま
へ
び
の
オ
ス
が
メ
ス
を
取
り
合
っ
て
、
団
子
状
の
塊
に
な
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
野
倉
で
は
９
名
中
２
〜
３
名
の
方
が
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
見
た
方
は
口

を
そ
ろ
え
て
「
60
㎝
く
ら
い
の
団
子
状
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
頭
を
突
き
出
し
て
い
た
。
数
百

匹
い
る
よ
う
に
感
じ
、
恐
ろ
し
く
て
ど
う
や
っ
て
家
に
帰
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
『
へ
べ
こ
し
き
』
に
は
、
次
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
と
て
も
危
険
で
す
。

へ
べ
こ
し
き
の
中
に
お
お
こ
（
稲
藁
を
運
ぶ
竹
）
を
突
っ
込
む
と
ま
ん
が
い
い
（
い
い
こ

と
が
あ
る
）

　
ま
た
、
最
近
は
人
が
住
む
場
所
に
ま
へ
び
が
増
え
た
ら
し
い
で
す
。「
イ
ノ
シ
シ
は
ま
へ
び

を
食
べ
る
け
れ
ど
、
人
里
を
鳥
獣
害
対
策
の
た
め
に
柵
で
囲
う
た
め
、
天
敵
が
少
な
く
な
っ
た

ま
へ
び
が
柵
の
中
の
人
里
で
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
捕
ま
え

た
ま
へ
び
は
皮
は
傷
薬
に
、
身
は
乾
燥
さ
せ
て
粉
末
に
し
、
耳
か
き
一
杯
の
量
を
服
用
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
の
他
の
、
野
倉
に
伝
わ
る
こ
と
わ
ざ
で
す
。

　
　
フ
キ
（
蕗
）
ん
根
元
は
気
を
付
け
ろ　
ま
へ
び
が
お
る
ぞ

　
　
ま
へ
び
の
血
を
飲
み
す
ぎ
た
ら　
歯
を
と
ら
れ
る

こ
ご
も
ん
じ
ょ

こ
ご
も
ん
じ
ょ

こ
ご
も
ん

じ
ょ

あ
わ
の

て
ん
ぶ
ん

し
ょ
ね
ん

て
ん
し
ょ
う
ま
つ
ね
んち

ゅ
う
せ
い
も
ん
じ
ょ

も
ん
じ
ょ
つ
つ
み
が
み

ふ
う
し

き
り
ふ
うか

ん
す　
　

 

う
ら 

う

こ　
ご

ば
ん
き
ょ

ち
な

も
う
こ
し
ゅ
う
ら
いこ

う

あ
ん

ぶ
ん

ご
の
く
に
ず
で
ん
ち
ょ
う

こ
く
が
り
ょ
う

し
ょ
う
え
ん

こ
ご
ご
う

じ
と
う

こ
ご
さ

え
も
ん
の
じ
ょ
う
み
ち
し
げ　
ま
つ
え
い

よ
し
あ
き　

 

よ
し
し
げ　

 

そ
う
り
ん

よ
し
む
ね

は
っ
き
ゅ
う
も
ん
じ
ょ

ち
ゅ
う
せ
い
も
ん

じ
ょ
ぐ
ん

し
ょ
う
も
ん　

 

う
つ　
　
　
　
ひ
か

は
っ
さ
く

い
わ
い

も
ん
じ
ょ

も
ん
じ
ょ

も
ん
じ
ょ

つ
つ
み
が
み

き
り
ふ
う

と
う
し
ょ

も
ん
じ
ょ
ぐ
ん

し
ょ
し
が
く
て
き　
　
　
　
　
　
　
　

 

て
い
さ
い

大友宗麟書状大友宗麟書状
包
紙

切
封
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九重

　５月２7日（日）平成30年度第１回目となる授業が開催されました。今回の内容は、５月ということで
ちまき作りと、運動会シーズンということでカメラ講座でした。
　初回ということで、初めは少し静かな雰囲気で始まった授業ですが、段々と会話も弾んでいきました。
　だんご粉は、九重町でとれ、ひと手間かけられた寒ざらし粉を使用しました。このだんご粉をこねるの
が意外と力仕事で、「このくらいでどうですか？」「まだまだやね～」「結構大変ですね～」という会話も
あり、本当にこねればこねるほど生地に艶が出てきました。
　葦の葉がまだ小さく、巻くのが少し難しいようでしたが、小さい時にしたことがあるという方もおり、
お母さんやお祖母ちゃんと作った頃を思い出しながら、段々と手つきが良くなりしっかりとした『ちま
き』が出来上がりました。
　レシピがあれば、ある程度のものは作ることができるかもしれませんが、ちょっとしたコツや力加減等
実際に教わることで分かることが沢山ありました。
　カメラ講座では、カメラの機能から構図のとり方や撮り方のヒントまで教えて頂きました。「知らない
機能を学ぶことができて、これから写真を撮るのが楽しみになりました」という声もあり、講義終了後に
質問を行う姿もみられました。
　くらしの学校第２期となる受講生は７名と少なめですが、じっくり生徒さん同士も講師の方ともコミュ
ニケーションが取れるという利点もあるように思えました。
　今年度は始まったばかりですが、これから先が楽しみになる一日となりました。

くらしの学校くらしの学校くらしの学校

●お問い合わせ
　九重文化センター
　７６-３８８８

よし
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

チョウしらべ

6 月 10日 ( 日 )日　程
時　間

内　容

10:00 ～ 12:00

「さとばる」を散策
しながら、見られる
チョウを記録しま
す。

チョウが
すみやすい
環境をつくろう

7 月 15日 ( 日 )

午前：チョウの記録
午後：苗木まわりの
下草刈り
※昼食付き「流しそ
うめん」

チョウと植物
のカンケイ

8 月 19日 ( 日 )

各回 10:00 ～ 15:30

午前：チョウの記録
午後：チョウのくら
しを学ぶ、外来植物
の引き抜き

野ネズミと
森のつながり

10 月 7日 ( 日 )

午前：チョウの記録
午後：ドングリ拾い
とクラフト、野ネズ
ミの観察

おいしく学ぶ！
里山の森のコト

11 月 17日 ( 土 )

植樹、花炭づくり
※昼食付き「山の幸
汁、羽釡ごはん」

※少雨決行。荒天時は中止します。
※実施日の3日前までにご連絡下さい。

　広がる草原とクヌギやカシワの林。飯田高原には、たくさんのチョウが生息してい
ます。その中には、環境の変化などによって絶滅が心配される種類もいます。九重ふ
るさと自然学校では、草原にすむチョウだけでなく、様々な生きものを育む森林づく
りを行っています。チョウの幼虫が食べるクヌギなどの植樹をはじめ、苗木の手入れ

やそこに暮らす動物を調べます。また、九重自然教室「さとば
る」を散策しながら草原や森林のチョウの種類の変化を調べてい
ます。
　生きものに興味がある方、自然の中で活動をしたい方、一緒に
楽しく活動しませんか？親子でも楽しめる内容です！

「チョウをシンボルとした森林づくり」のご案内

参 加 費：各回無料
集合場所：各回とも　九重自然教室「さとばる」
　　　　　（九重町大字田野1726-143）
定　　員：各回15名
持 ち 物：汚れても良い動きやすい服装・靴、飲み物、タオル、帽子　など

※「さとばるの森林づくり」は、「平成30年度大分県森林環境税」を
　活用して実施します。

お問合せ：九重ふるさと自然学校　　TEL：0973-73-0001　FAX：0973-79-3434
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総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
行
政
相
談
委
員

が
、
行
政
機
関
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
行
政
と
相
談
者

の
間
に
立
っ
て
、
解
決
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き　
７
月
11
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
南
山
田
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

　

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
７
月
５
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、

　

許
認
可
申
請
、
生
活
及
び
老
後
の
心
配

　

事
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
行
政
書
士
会

　

日
田
支
部
会
（
担
当　

穴
井
）

　

☎
７
２‐

４
６
８
０

■
と
　
き　
７
月
13
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
等
、
多

　

重
債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

　

の
様
々
な
法
律
紛
争
に
関
す
る
ご
相
談

■
そ
の
他

　

原
則
予
約
不
要
（
但
し
予
約
者
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

　

書
士
会
青
年
の
会　

九
重
町
無
料
相
談

　

会
事
務
局
（
担
当　

大
野
）　
　
　
　

　

☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

　

被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事
故
・
物
損

事
故
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　

別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所　

　

（
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画

　
　

課
内
）

　

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
７
月
10
日
㈫

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　

大
分
県
立
聾
学
校
で
は
、
聞
こ
え
や
こ

と
ば
が
気
に
な
る
お
子
様
に
つ
い
て
の
巡

回
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
　
き　
８
月
３
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
役
場
３
０
１
会
議
室

■
内
　
容

○
育
児
や
学
習
、
生
活
に
つ
い
て

○
就
学
や
転
学
に
つ
い
て

○
医
療
・
福
祉
・
保
健
・
教
育
機
関
等

と
の
連
携

○
聴
覚
障
が
い
教
育
に
関
す
る
情
報
提

供
な
ど

■
申
込
期
限　
７
月
13
日
㈮

■
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
時
間
等
は
申
込

　

者
と
担
当
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
決
定
し

　

ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
立
聾
学
校

　

☎
０
９
７‐

５
４
３‐

２
０
４
７

　


０
９
７‐

５
４
６‐

２
１
１
１

 

大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に
関
わ

る
巡
回
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
　
き　
８
月
17
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
日
田
市
教
育
委
員
会

　

（
日
田
市
役
所
別
館
・
教
育
庁
３
階
）

■
対 

象　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児

　

童
生
徒
成
人
お
よ
び
そ
の
保
護
者
・
関

　

係
者
（
保
育
士
・
教
員
等
）

■
内
　
容　
家
庭
で
の
接
し
方
や
、
保
育

　

・
教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

■
申
込
方
法　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
九
重

　

町
教
育
委
員
会
教
育
指
導
グ
ル
ー
プ　

　

（
☎
７
６‐

３
８
３
４
）
ま
で
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

※

高
校
生
以
上
の
方
は
盲
学
校
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　
８
月
６
日
㈪

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校　

　

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

■
主
な
活
動
内
容

　

試
合
会
場
周
辺
に
お
け
る
運
営
補
助
、

最
寄
り
駅
や
空
港
に
お
け
る
案
内
、
フ
ァ

ン
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
来
場
者
サ
ー
ビ
ス

■
主
な
活
動
日

　

大
分
県
で
の
試
合
開
催
日

■
応
募
要
件

○
２
０
１
９
年
３
月
31
日
時
点
で
満
18

歳
に
達
し
て
い
る
方

○
１
日
あ
た
り
最
長
８
時
間
の
活
動
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方

■
募
集
締
切　
７
月
18
日
㈬

■
応
募
方
法　
大
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

各
種
相
談

お
知
ら
せ

行
政
相
談

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

聞
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

大
分
県
交
通
事
故
相
談（
無
料
）

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

認
定
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●　暮らしの情報
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（www.rugbyworldcup.com
/volunteers

）

　

よ
り
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　

ン
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

　

カ
ッ
プ
２
０
１
９
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
０
３‐
４
４
０
５‐

６
２
２
５
）

　

平
成
30
年
７
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
る
違

反
対
象
物
公
表
制
度
は
、
建
物
の
利
用
者

が
自
ら
火
災
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
入

手
し
、
安
心
し
て
建
物
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
消
防
が
保
有
す
る
建
物

の
火
災
危
険
性
に
関
す
る
「
重
大
な
消
防

法
令
違
反
」
を
消
防
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
制
度
で
す
。

■
重
大
な
消
防
法
令
違
反
と
は

　

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
①
〜
③
の
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
建
物

　

①
屋
内
消
火
栓
設
備

　

②
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

　

③
自
動
火
災
報
知
設
備

■
対
象
と
な
る
建
物　
旅
館
、
ホ
テ
ル
、

　

病
院
、
物
品
販
売
店
等
の
不
特
定
多
数

　

の
方
が
利
用
す
る
建
物

■
公
表
す
る
事
項　
建
物
の
名
称
、
建
物

　

の
所
在
地
、
違
反
内
容

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
消
防
署
予
防
係

　

（
☎
７
２‐

２
１
４
１
）

　

県
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
県
民
総
参
加
で
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
取
り
組
む
た
め
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
夏
の
暑
さ
に
備
え
て
日
差

し
を
防
ぎ
室
温
の
上
昇
を
抑
え
る
、「
緑
の

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
せ
ん

か
？ 

■
応
募
資
格　
個
人
ま
た
は
団
体
で
、
今

　

年
度
、
大
分
県
内
に
あ
る
住
宅
、
学
校

　

も
し
く
は
事
業
所
等
に
お
い
て
、
つ
る

　

性
植
物
を
使
っ
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

　

を
設
置
し
て
い
る
こ
と

■
応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
緑
の
カ
ー
テ

ン
写
真
３
枚
以
内
（
全
体
が
わ
か
る
も

の
１
枚
、
工
夫
し
た
点
が
わ
か
る
も
の

２
枚
ま
で
）
を
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
、

持
参
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
応
募
締
切　
９
月
28
日
㈮
必
着

■
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　

県
生
活
環
境
部
う
つ
く
し
作
戦
推
進
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
１
２
３
）

　

メ
ー
ル　

a13060@
pref.oita.lg.jp

　

近
年
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
発

達
障
が
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
認
識
が
ま

だ
十
分
で
は
な
く
、
ご
本
人
の
生
活
の
し

づ
ら
さ
に
対
し
て
適
切
な
支
援
を
行
う
た

め
に
は
、
障
が
い
に
対
す
る
正
し
い
理
解

に
基
づ
く
対
応
が
必
要
で
す
。

　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
本
人
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
ご
家
族
を
対
象
に
成

人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室
を
無
料
で
開

催
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
第
１
回　

７
月
11
日
㈬

　
　
　
　
　

第
２
回　

７
月
25
日
㈬

　
　
　
　
　

第
３
回　

８
月
８
日
㈬

　
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
い
ず
れ
も
時
間
は

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
大
字
玉

　

沢
９
０
８
番
地
）

■
対
　
象　
16
歳
以
上
の
発
達
障
が
い
者

　

の
ご
家
族

■
内
　
容　
講
義
、
話
し
合
い
、
演
習

■
申
込
期
限　
６
月
29
日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

大
分
県
こ

　

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

こ
こ
ろ
の
健
康
課

　

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

　
平
成
30
年
３
月
で
創
立
20
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
等
展
示

を
開
催
し
ま
す
。

【
記
念
講
演
】

■
と
　
き　
７
月
14
日
㈯　

午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
中
津
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
講
　
師　
ダ
イ
ヤ
精
機
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役　

諏
訪
貴
子
氏

■
そ
の
他　
参
加
無
料

■
申
込
期
限　
７
月
11
日
㈬

　
（
定
員
９
０
０
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　

（
☎
０
９
７
９‐

２
３‐

５
５
０
０
）

■
と
　
き　
７
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　

（
中
津
市
東
浜
４
０
７‐

２
７
）

■
そ
の
他　
事
前
申
込
み
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　

（
☎
０
９
７
９‐

２
３‐

５
５
０
０
）

　

放
送
大
学
で
は
第
２
学
期
（
10
月
入

学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送

大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

違
反
対
象
物
公
表
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

緑
の
カ
ー
テ
ン
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
大
募
集
！

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

創
立
20
周
年
記
念
行
事

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室

放
送
大
学
10
月
生
募
集
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■
出
願
期
間

　

６
月
15
日
㈮
〜
９
月
20
日
㈭

■
そ
の
他　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
７

　

月
15
日
㈰
、
８
月
12
日
㈰
、
９
月
２
日

　

㈰
に
開
催

■
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
０
９
７
７‐
６
７‐

１
１
９
１
）

【
わ
な
猟
】

■
と
　
き　
７
月
16
日
㈪
、７
月
29
日
㈰
、

　

８
月
４
日
㈯
、
８
月
19
日
㈰
、
８
月
26

　

日
㈰
、
９
月
２
日
㈰
、
９
月
24
日
㈪

　

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
４

　

時
30
分

【
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
】

■
と
　
き　
７
月
21
日
㈯
、７
月
22
日
㈰
、

　

９
月
29
日
㈯
、
９
月
30
日
㈰

■
受
講
料　
わ
な
猟
８
，０
０
０
円
。

　

第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
は
各
々

　

１
２
，０
０
０
円

■
対
　
象　
大
分
県
に
住
所
地
を
有
し
、

　

後
日
、
大
分
県
が
行
う
狩
猟
免
許
試
験

　

を
受
験
す
る
者

■
そ
の
他　
電
話
に
よ
る
申
込
み
不
可
。

　

事
前
に
申
込
み
が
必
要
。
受
付
期
間
は

　

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

玖
珠
郡
猟
友
会
事
務
局　

松
尾
健

　

（
☎
７
６‐

３
２
１
５
）

■
と
　
き　
７
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
教
育
会
館

■
講
習
種
別

　

１
類
・
４
類
・
６
類
（
各
甲
乙
種
）

■
受
付
期
間

　

６
月
18
日
㈪
〜
７
月
13
日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

一
般
財
団
法
人
大
分
県
消
防
設
備
安
全

　

協
会

　

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５
）

■
と
　
き
　
８
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
大
分
大
学
（
大
分
市
大
字
旦

野
原
７
０
０
番
地
）

■
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】

　

６
月
29
日
㈮
〜
７
月
９
日
㈪

【
書
面
申
請
】

　

７
月
２
日
㈪
〜
７
月
12
日
㈭

■
そ
の
他　
願
書
は
大
分
県
消
防
保
安
室
、

　

県
内
各
消
防
本
部
、
消
防
試
験
研
究
セ

　

ン
タ
ー
大
分
県
支
部
に
て
配
布

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
（
一
財
）

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　
（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
４
２
７
）

■
と
　
き　
８
月
２
日
㈭
〜
３
日
㈮

■
と
こ
ろ　

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
受
付
期
間

　

７
月
３
日
㈫
〜
７
月
10
日
㈫

■
受
講
料　
７
，５
０
０
円

■
定
　
員　
80
人

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　

（
一
財
）

　

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５
）

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

平
成
30
年
度

第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

試
験
・
講
習
会

初
心
者
狩
猟
講
習
会

☆１万円で 11,000 円のお買物
　１万円で 10％お得な商品券
☆商品券はお買物に便利な 500 円券 22枚綴り
☆商品券は、お一人につき５冊まで購入できます。
☆使用有効期限は、平成 30年 12月 31日までです。
☆商品券をご利用できるお店は「取扱店」ポスターのあるお店です。
☆発行冊数が 5,000 冊になり次第、販売は終了します。
☆販売終了後、賞金付き抽選を実施。当選者には、購入時に記入した
　連絡先に連絡しますので、氏名・住所・電話番号は正確に。
☆平成 30年７月末まで、購入には引換券が必要です。

大分

商品券販売所

問い合わせ先　九重町商工会　☎ ７６－２４２４

・九重町商工会（東飯田）
・リカーショップさとう（南山田）
・高原ショップ小野（飯田）
・ショッピングパークアミ―（野上）
・スーパースーパー本松屋（東飯田）

九重町プレ
ミアム“夢”商品券 ７月1日（日）

発売開始！
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（敬称略）

北恵良二

青山住宅

無田中一

奥 野

南 区

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

幸義

彰吾

備一

直人

隆史

ときまつ　　ゆうせい

おのうえ　　 そうや

たかくら　　 けんと

ほあし　　　のどか

もり　　　　ひかる

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

● 

病
　
院

６月
７月

８月

24日
1日
8日
15日
16日
22日
29日
5日
11日
12日
19日
26日

72-7100
78-8811
76-2711
72-6101
72-0170
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
72-7100
78-8811

山 田
町 田
恵 良
塚 脇
　森　
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　
山 田
町　田

電　話住　所 医療機関名日月
0973-24-6886
0973-22-2317

72-0450
0973-22-3034
0973-23-8148

72-0615
0973-22-3041
0973-22-2556
0973-57-2102

72-0421
0973-22-0075
0973-24-6347

日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市

５月１日～５月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,575  人
4,557  人
  5,018  人
3,891 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（＋　 ）

12
3
9
4

秋　好　笑　子
甲　斐　卓　治
加　藤　レ　ン
佐々木　洋　子
佐　藤　キクヨ
佐　藤　國　夫
佐　藤　昭三郎
菅　原　シゲ子
時　松　宗　則
平　山　富士江
矢　野　和　代
若　松　　圓　

物 見 塚
筋 湯
野 矢
下 旦 三
後 野 上
川 上 二
相 狭 間
菅 原 本 村
奥 双 石
栗 原
宝 泉 寺
中 央 一

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
武 田 医 院
友成産婦人科医院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院

石 井 歯 科 医 院
高 木 歯 科 医 院
倉 成 歯 科 医 院
武 内 歯 科 医 院
よ し ま さ 歯 科
吉 武 歯 科 医 院
石 﨑 歯 科 医 院
桑 野 歯 科 医 院
小 野 歯 科 医 院
秋 吉 歯 科 医 院
アペックス歯科
川 津 歯 科 医 院

2018 年 6月・7月・8 月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

６月
７月

８月

24日
1日
8日
15日
16日
22日
29日
5日
11日
12日
19日
26日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

2

12

3

3

20

2

5

2

3

12

10

29

85

45

169

12

34

87

48

181

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2018・5月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

時松　勇成

尾上　宗也

高倉　健人

㠶足　和花

森 　 陽 香

　梅雨の時期になり、長い間雨が降り続けると、伐採等で保水力の弱まっ
た山間部や急傾斜地では地盤が緩み、土砂崩れなどが発生する危険があり
ます。さらに、短時間で急激な降雨が重なると、洪水などの災害が起こり
やすくなります。
　そこで、日頃から水害による被害を最小限にとどめるため、万が一に備
えしっかり準備しておきましょう。
　
《ポイント》
　●自宅の周りの危険箇所を把握しておく。
　●避難経路、避難場所の確認。
　●ラジオ・懐中電灯・非常食の準備。
　●家族、知り合いの連絡先の確認。
　　
　また、近くの山から小石などが転がってきたり、木が裂ける様な音を聞
いたときには、すぐにその場から避難しましょう。土砂崩れや地すべりが
起こる前触れです。
　雨が続き避難勧告や避難指示が出されたときは速やかに避難して下さ
い。
　勧告や指示が出なくても周囲に危険を感じたらすぐに避難する事が大切
です。自分の身はしっかり守りましょう。

「大雨による災害への備え」

男

男

男

女

女

94
60
98
71
87
87
85
90
82
62
85
78

　人生二度目の山開きに参加しました。一
度目の７年前は大雨の中でとてもきつく、
もう登ることはない…と思っていましたが
まさかの二度目が。今年は天気も良く、ミ
ヤマキリシマがきれいで、山の上で食べる
ご飯がおいしかったため、近々また登りた
いと思うほど登山のイメージは変わりまし
た。
　この６月号発行の頃には、ミヤマキリシ
マの見頃はすぎているかと思いますが、登
山シーズンはこれから。トレッキングや登
山などで、自然を楽しんでみてはいかがで
しょうか。　　　　　　　　　　 Tomo

編集後記 交通安全110
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親子競技「みつばおおつりはし」は、子どもたちを
落とさないよう保護者が連携してがんばりました

抜き抜かれの大接戦となった５歳児のリレーは、大きな拍
手と声援で大盛り上がり

疾走感あふれる４歳児・５歳児リレーは、ほぼ同時に
ゴールするほどの大接戦となりました

１歳児・２歳児・３歳児によるリズム「おひさまパワー」
は、子どもたちが太陽になって会場を明るくしました

「おやつとり競争」は巨大ドーナツやアイスをみんな
で力いっぱい取り合いっこしました

親子リズムはスキンシップでみんな笑顔に

飯田こども園運動会飯田こども園運動会

みつばこども園運動会みつばこども園運動会

まちの話題＋
プラス

元気いっぱい！こども園運動会

　６月８日に飯田地区体育館で開催された飯田こ
ども園運動会に、０歳から５歳までの園児43名
が参加しました。

　５月20日にみつばこども園にて運動会が開催さ
れ、３歳から５歳までの園児133名が参加しました。
かけっこや親子リズムのほか、園児と保護者との玉入
れ競争などが開催されました。

応援も
がんばりました



　
万
葉
の
昔
か
ら
卯
の
花
で
の

名
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た
ウ
ツ

ギ
は
、
枝
が
古
く
な
る
と
中
心

が
空
ろ
に
な
る
こ
と
か
ら
﹁
空

木
﹂
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
姫
空

木
︵
ヒ
メ
ウ
ツ
ギ
︶
は
こ
れ
と

同
種
で
名
の
と
お
り
全
体
に
空

木
よ
り
小
さ
く
優
し
い
花
で
あ

る
。

　
関
東
か
ら
九
州
の
山
地
に
生

殖
す
る
落
葉
低
木
。

読 者 俳 句

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

今月の言葉　　　　自分の句は成人となった子どものようなもの　　　　　　　　　　　　　　　今井　聖（街）

平
成

30年
６

月
17日

発
行

（
通

巻
745号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

６
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

　
仏
教
で
は
、
私
た
ち
を
苦
し
め
る
心
を
「
煩
悩
」
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
ら
の
煩
悩
が
、
自
覚
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
を
苦
し

め
、
悩
ま
せ
て
い
る
の
で
す
。「
箸
に
か
か
ら
ぬ
心
太
」
と
は
、
言
い
得
て
妙
。

　
気
が
満
ち
る
と
人
は
自
然
に
夢
を
持
つ
と
言
い
ま
す
。
家
が
新
し
く
な
っ
た

こ
と
と
「
牡
丹
の
気
が
満
ち
る
」
こ
の
擬
人
化
が
成
功
し
ま
し
た
。

　
小
町
草
は
別
名
「
虫
取
り
撫
子
」
と
も
。
寒
さ
に
も
強
く
暖
地
で
は
霜
よ
け

な
し
で
越
冬
し
ま
す
。
こ
の
逞
し
さ
は
石
畳
と
同
じ
で
す
。
上
五
の
石
畳
が
効

き
ま
し
た
。

　
身
近
な
人
の
ご
逝
去
で
し
ょ
う
か
。
五
月
雨
が
追
悼
の
意
を
醸
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
追
悼
句
の
見
本
で
し
ょ
う
か
。

　
牡
丹
と
芍
薬
の
違
い
は
花
の
散
り
方
に
あ
り
ま
す
。
芍
薬
は
花
び
ら
が
散
る

の
で
は
な
く
、
花
の
頭
ご
と
落
ち
ま
す
。
「
狂
お
し
く
恋
の
花
」
と
は
よ
く
ぞ

申
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
勇
気
に
敬
意
を
。
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押
し
あ
う
て
叉
卯
の
花
の
咲
き
こ
ぼ
れ
　
　 

正
岡
子
規

煩
悩
の
箸
に
か
か
ら
ぬ
心
太

改
装
の
家
に
牡
丹
の
気
は
満
ち
て

石
畳
増
え
て
ど
こ
ま
で
小
町
草

五
月
雨
や
九
十
九
年
の
荷
を
下
ろ
す

芍
薬
の
赤
狂
お
し
く
恋
の
色

小
川　

良
子

永
松
左
世
美

井
上　

則
子

髙
倉　

直
人

日
野　

邦
江

　
　
　
　
　
　
　
▽
詠
む
の
が
難
し
い
と
い
わ
れ
る
「
孫
俳
句
」。
な
ぜ
難
し
い
か
と
い
う
と
、「
孫
は

可
愛
ら
し
い
」「
賢
い
」、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
会
い
た
い
」「
帰
っ

た
あ
と
は
寂
し
い
」
こ
ん
な
思
い
は
ど
こ
の
家
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
表
に
出
さ
ず
孫
自
慢

を
さ
ら
り
と
表
現
す
る
。
▽
「
亡
父
」「
亡
母
」
も
同
じ
。「
寂
し
い
」「
思
い
出
す
」「
忘
れ
ら
れ
な

い
」
を
前
面
に
出
さ
ず
、
さ
ら
り
と
想
い
を
伝
え
る
。
▽
そ
う
い
う
意
味
で
も
「
静
子
さ
ん
」「
好
美
さ

ん
」
の
二
句
は
、
い
ず
れ
も
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
。
▽
よ
く
み
る
と
推
薦
五
句
は
、
伝
え
た
い
思
い
を

抑
え
て
胸
に
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▽
俳
句
は
、
作
る
人
（
詠
み
手
）
と
読
む
人
（
読

み
手
）
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
芸
術
。
全
部
言
お
う
と
し
な
い
で
読
む
側
に
イ
メ
ー
ジ
を
預

け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
　
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

竹
の
皮
脱
が
し
て
川
に
小
舟
か
な

一
望
の
さ
ざ
波
寄
せ
て
青
田
風

亡
母
想
う
葉
っ
ぱ
に
包
む
山
苺

牡
丹
咲
く
母
の
形
見
の
花
と
し
て

薬
よ
り
白
衣
の
笑
顔
花
カ
ス
ミ
草

紫
陽
花
は
夜
空
に
届
く
万
華
鏡

夏
木
立
雨
に
洗
わ
れ
増
す
緑

鎖
蓋
開
き
水
は
耕
地
へ
何
千
里

（
選
者
・
評
）

松
の
芽
や
迷
わ
ず
伸
び
る
幸
福
度

万
緑
や
展
望
台
の
こ
の
高
さ

ひ
そ
や
か
に
咲
き
て
楓
の
花
が
好
き

山
門
の
わ
が
道
を
行
く
蛇
の
殻

話
せ
ぬ
半
日
も
あ
り
山
椒
の
芽

度
忘
れ
は
あ
な
た
も
同
じ
葱
坊
主

湯
け
む
り
の
立
つ
更
地
に
も
花
の
雨

若
き
日
の
甘
藍
づ
く
り
夢
叶
う 香　

澄

ヨ
ウ
子

泉　

渓

豊　

國

八
千
子

陽　

子

律　

子

文　

雄

マ
サ
ヨ

節　

子

静　

子

好　

美

照　

眞

桐　

友

惠
津
子

チ
ズ
子

　７月号の締め切りは、６月末日です。「自由題」とします。ハガキにお１人最低２句以上はお作りください。住所・氏名・
年齢・電話番号をご記入の上、役場（企画調整課）まで奮ってご応募ください。なお、季語の重なりや「字あまり」などの句
は添削をする場合があります。「添削」を希望の方は、ハガキの右肩に「添削希望」と明記ください。

ふ
る
さ
と
の

ふ
る
さ
と
の

姫
空
木

　
こ
の
句
は
惜
し
く
も
入
賞
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
特
別
賞
を
あ
げ
た
い
句
で
も
あ
り
ま

す
。
俳
句
は
、
自
分
の
感
情
を
出
し
過
ぎ
な
い
、
難
し
い
こ
と
を
言
わ
ず
平
易
に
語
る
、

そ
れ
で
読
む
人
に
何
か
を
伝
え
ら
れ
ば
成
功
で
す
。「
友
の
笑
顔
と
登
り
き
る
」
で
登
山

で
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
十
分
に
伝
わ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
季
語
に
あ
た
る
「
登
山
道
」
を

「
登
山
靴
」
に
変
え
て
「
擬
人
化
」
し
て
み
る
と
、
も
っ
と
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
し
ま

す
。
町
長
賞
に
輝
い
た
か
も
・
・
・
・
。
中
学
生
ら
し
い
と
て
も
よ
い
句
で
す
。

登
山
道
友
の
笑
顔
と
登
り
き
る　
　

飯 

田 　

隼
（
中
一
）

ひ

め

う

つ

ぎ

佳
作
　
十
六
席

佳
作
　
十
六
席

こ
ど
も
俳
句
紹
介
　
②

今
回
は
第
五
回
の
「
緑
陽
祭
」
（
緑
陽
中
学
校
主
催
）
俳
句
大
会
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

○
第
五
回
緑
陽
祭
俳
句
大
会
の
「
町
長
賞
」「
教
育
長
賞
」「
学
校
長
賞
」
は
、

　
ま
ち
の
話
題
（
六
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
で
す
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

ぼ
ん  

の
う

と
こ
ろ
て
ん

は  

は

さ
ぶ
た

し
ゅ
ん




